
2025-26 年度国際ロータリー第 2580 地区 RYLA セミナー 
未来のリーダーを育む RYLA プログラムの魅力 
 地区 RYLA 委員 鈴木 宏美様（東京ワセダ RAC） 

  
【ロータリークラブの皆様へ  

RYLA セミナー受講生推薦のお願い】 
皆さま、こんにちは。今年度地区 RYLA 委員、東京ワ

セダローターアクトクラブ所属の鈴木宏美と申します。 
本日は、次世代を担う若者たちの成長を支援する素晴
らしいプログラム RYLA（Rotary Youth Leadership 
Awards）の受講生推薦について、貴重なお時間をいた
だき誠にありがとうございます。 
皆さまは“RYLA”という RI公認プログラムをご存知で
しょうか。当地区ではまだ歴史が浅いため、ご存じな
い方もいらっしゃるかもしれません。本日は未来のリ
ーダーを育てる RYLA の魅力をお伝えできればと考えて
おります。 
 
◆RYLA とは？ 

RYLA は「若者の内発的なリーダーシップを養う」こ
とを目的としたロータリーの公認プログラムです。対
象は 14 歳から 30歳の若者。短期間に集中して行うリ
ーダーシップ育成セミナーで、参加者は次のような一
歩を踏み出します。 
・「自分の可能性を広げたい」 
・「社会に貢献したい」 
・「世界をより良くしたい」 
このプログラムは 1959 年にオーストラリアで始まり、
1971 年に国際ロータリーの正式プログラムとなりまし
た。日本でも 1976 年に初開催され、約 50年にわたり
全国各地で実施されています。当地区では 18 歳から 30
歳を対象に、これまで 5回開催してきました。 
 
◆RYLA で得られるもの 

参加者はチームでの議論やワークショップを通じて、
次のような成長を遂げます。 
・リーダーシップスキルの向上：多様な仲間と交流し、
自分らしいリーダーシップを見つけます。 
・自己認識と自己成長：自分の強みを再発見し、課題
解決へつなげます。 
・友情とネットワークの形成：志を共にする仲間と出
会い、生涯続く信頼関係を築きます。 
・ロータリーとの出会い：活動への入り口となり、奉
仕活動やクラブ入会につながるケースもあります。 
 
◆柔軟なプログラム 

RYLA は地域のニーズに合わせて開催され、1日から
数日間の合宿まで様々です。多くは 3〜10 日間 で、講
演・ワークショップ・体験型アクティビティが組み合
わされています。 

当地区では、昨年度は 3泊 4 日、今年度は 2 泊 3日 
へ変更し、より多くの若者が参加しやすい日程へと工
夫しています。 
 
◆ロータリークラブにとってのメリット 
クラブが RYLA の推薦・支援に関わることは、まさに
「ロータリーの未来を創る」活動です。 
・若いリーダーを育成し、地域社会への貢献を強める 
・新鮮な視点をクラブに取り入れる機会を得る 
 

 
・インターアクト、ローターアクト、さらにはロータ
リークラブへの入会へとつなげることで会員基盤を広
げられる 
・地域におけるロータリーのプレゼンス向上につなが
る 
世界中で毎年 5万人以上の若者が RYLA を通じてロータ
リーに出会っています。これは将来にわたるロータリ
ーの仲間を育む大きなチャンスです。 
 
◆第 2580 地区 RYLA について 
第 2580 地区では、2019 年の沖縄開催を皮切りに定期

的に実施してきました。コロナ禍での中止を経て、
2023 年・2024 年には再び開催。そして来年、 
 

○第 6回 RYLA セミナー概要 
日程 2025 年 2月 27 日（金）〜3月 1日（日） 
場所 神奈川県横浜市栄区「上郷・森の家」 
にて開催されます。 
 
今年度のテーマは 「What for RYLA ～何のため？～」。 
「学ぶことは何のため？」「働くことは何のため？」
「友情は何のため？」――仲間と熱く語り合い、生涯
忘れられない時間を過ごすことを目指します。 
 
◆ご協力のお願い 
ロータリークラブの皆様、どうか未来を担う若者た

ちにこの貴重な機会を届けてください。推薦いただい
た若者は、RYLA での学びと友情を糧に、自らの可能性
を信じ、地域や世界に変化をもたらすリーダーへと成
長します。 
実際に参加者からは、 
社会人：「リーダーに立つ上での考え方が変わった」 
学生：「就職先の選択や自分のやりたいことが見つか
った」 
といった声が多く寄せられています。誰もが何かしら
の学びや気づきを得て、自身 の成長を実感しています。 
さらに当地区の RYLA は、全国的にも歴史が浅く、皆様
の 登録料 が運営費の多くを支えています。ぜひ受講
生の推薦に加え、登録や当日参加についてもご検討い
ただければ幸いです。 
 
委員会一同、心を込めてプログラムを作り上げており
ます。 
何卒ご理解とご協力をお願い申し上げます。 
 
 
 
 
 
 
 


